








まとめ 

 生後2-3年間の情緒の発達段階として想定された8つの段階のそれぞれについて,情緒発

達に顕著な遅れを示す行動異常児(とくに自閉傾向児)を念頭に置きながら,4 つの発達目

標の達成状況を評価するための問診表を作成し,目標達成を助けるための援助方法を定式

化した。現在日常の療育実践の中で試行を続けているが,なかなかの有効性を示しているよ

うに思われる。もちろん仮説的な部分を多く含んでいるので,今後さらに改良を重ねて行き

たい。 

 発達援助の展開に当たっては,より低次の段階における不十分な,もしくは欠落した発達

課題の達成に心がけるべきこと,また,療育者が直接子どもに働きかけるよりは,むしろ母

親がわが子に対する有効な育児主体となれるように援助すべきことの大切さが確認された。 


